
i蝿誹今未来つないでしふてみんなで造る文化祭」．
連絡事項

1人3旬以内（はがきで投句）

洋画・日本画
一般（半切まで）

教育部（半紙判のみ）

題自由

400字詰め原稿用紙2枚以内

一人一点

自由作品

自作のもの

1人5首以内（はがきで投稿）

電話番号

（43）0710

（43）2347

（43）2656

（43）6489

（43）6813

（45）3714

（43）7234

（45）0693

（43）1451

（43）5366

（43）7247

（68）9337

090（4124）7666

090（4090）5281

（43）1451

住　所

つる4－5－20

上谷3－3－26

夏狩146

井倉461

法能65

中央22－17

平栗215

つる2－5－13

中央3－8－1

上谷4－1－17

中央1－7－11

夏狩1722－2

井倉501－2

上谷4－3－13

中央3－8－1

責任者

小俣典子

佐藤　滋

清水初枝

佐藤多恵

佐藤和徳

鈴木久美子

小池佑二

奥脇光弘

中央公民館

勝又房三

荒川浩子

金子寿嘉子

小澤国雄

璃臨幸子

中央公民館
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星鵠虹きいきフェスティl剛間合先‥学びのまちづくり課生涯学習担当
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平
成
2
2
年
度
文
化
祭
テ
ー
マ
は
、

厳
正
な
審
査
の
結
果
、
渡
辺
信
子
さ

ん
（
つ
る
4
丁
目
）
の
作
品
が
選
ば
れ

ま
し
た
。

日
　
程
　
1
1
月
1
日
（
月
）
～
3
日
（
祝
）

場
　
所
　
文
化
会
館
、
ふ
る
さ
と
会

館
、
ぴ
ゅ
あ
富
士
ほ
か

作
品
募
集

文
化
、
芸
術
性
に
富
ん
だ
自
作
の

作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

9
月
0
0
日
（
木
）
ま
で
に
次
の
部
門

責
任
者
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

注
意
事
項

○
小
中
学
生
の
文
芸
作
品
（
詩
、
俳

句
、
短
歌
、
書
道
）
は
1
0
月
1
日

（
金
）
ま
で
に
各
学
校
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

○
各
部
門
の
展
示
、
大
会
は
会
場
及

び
時
間
に
制
限
が
あ
り
ま
す
。
や

む
を
得
ず
受
付
調
整
の
処
置
を
と

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
早

め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
郵
趣
・
収
集
部
門
は
郵
便
切
手
関

連
の
作
品
だ
け
で
な
く
、
あ
な
た

の
こ
だ
わ
り
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

（
例
え
ば
映
画
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

や
マ
ッ
チ
の
ラ
ベ
ル
な
ど
）
も
募

集
し
ま
す
。

○
合
同
芸
能
大
会
、
吟
詠
大
会
、
呈

茶
会
、
俳
句
大
会
、
合
唱
祭
、
歌

謡
大
会
、
舞
踊
大
会
、
謡
曲
と
仕

舞
、
社
交
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
な

ど
に
つ
い
て
の
開
催
日
時
、
会
場

な
ど
は
1
0
月
号
で
お
知
ら
せ
し

ます。

今
年
も
1
0
月
、
1
1
月
の
2
カ
月
間

を
生
涯
学
習
月
間
と
位
置
づ
け
「
都

留
い
き
い
き
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を

開
催
し
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
に
文

化
、
芸
術
、
健
康
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど

に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、
い
つ

で
も
自
由
に
学
び
、
学
ん
だ
こ
と
を

生
活
に
生
か
す
き
っ
か
け
を
作
っ
て

い
た
だ
く
た
め
、
多
彩
な
事
業
を
企

画
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
1
0
月
号

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

「
都
営
い
苦
い
菩
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

開
会
式
典

日
　
時
　
1
0
月
3
日
（
日
）

1
3
時
～
1
6
時

場
　
所
　
文
化
会
館
4
階
大
ホ
ー
ル

内
　
容

○
開
会
式
典
（
1
3
時
～
）

〇
第
1
9
回
増
田
誠
大
賞
　
入
賞
者
表
彰

○
講
演
会
（
1
3
時
4
0
分
～
）

講
演
　
「
激
動
す
る
世
界
　
輝
く

都
留
市
－
生
態
系
が
財
産
～
」

講
師
　
（
財
）
日
本
生
態
系
協
会

会
長
　
池
谷
奉
文
氏

今
年
の
「
都
留
い
き
い
き
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
開
会
式
典
で
は
、
み
な

さ
ん
の
身
近
な
問
題
で
あ
る
『
環
境

問
題
』
を
テ
ー
マ
と
し
、
「
健
全
な
生

態
系
が
あ
っ
て
健
全
な
社
会
が
成
り

立
つ
」
と
い
う
認
識
の
も
と
、
自
然

と
共
存
す
る
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
く
た
め
の
お
話
を
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。


